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カ
チ
ュ
ー
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
公
演
を
終
え
て

去
る
、
ヒ
月
二
十
六
日
の
音
楽
舞
踊
団

「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」
中
里
公
演
に
際
し

ま
し
て
は
村
民
、
村
内
諸
団
体
の
皆
様

方
の
御
協
力
、
御
支
援
に
よ
り
成
功
の

う
ち
に
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
御

礼
申
し
h
げ
ま
す
。
統
一
劇
場
公
演
以

来
の
四
年
ぶ
り
の
取
組
み
、
ま
た
経
験

者
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
の
よ
う
な
伏

況
の
中
で
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
公
演
取
組
み

は
期
待
と
不
安
の
中
で
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
数
多
く
の
問
題
、
準
備
の
遅
れ
、

券
売
り
の
伸
び
悩
み
等
が
一
層
不
安
を

つ
の
ら
せ
ま
し
た
。
で
も
当
日
会
場
に

入
っ
て
く
る
人
達
を
見
た
辱
、
今
ま
で

の
不
安
は
次
き
と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

会
場
は
八
百
人
を
越
え
る
人
達
で
埋
り

舞
台
も
熱
演
が
続
き
ま
し
た
。
長
か
っ

た
三
ヶ
月
間
の
取
組
み
で
し
た
が
、
こ

の
瞬
間
我
々
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
様

に
思
い
ま
し
た
。
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
公
演

は
終
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
青
年
会
活

動
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
今
年
度
は

こ
れ
か
ら
青
年
祭
や
各
種
行
事
、
来
春

に
は
中
里
村
で
三
町
村
交
流
等
が
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
カ
チ
ュ
ー
シ

ャ
公
演
で
体
験
し
た
事
を
か
て
と
し
取

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
達

青
年
会
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
組
織
で

　
　
　
　
　
　
　
す
が
少
し
で
も
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
の
御
期
待
に
そ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
様
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
共
青
年
会
に
対

す
る
な
お
い
っ
そ
う
の
御
指
導
、
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
．
村
青
年
会

警
察
官
（
高
卒
）
採
用

　
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

大
学
卒
採
用
試
験
に
引
続
い
て
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
の
あ
る
人
の
採
用
試
験

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

◎
採
用
予
定
人
員

　
新
潟
県
男
子
警
察
官
　
約
四
十
人

◎
採
用
予
定
日

　
昭
和
五
四
年
四
月
一
日

◎
受
験
資
格

qD
年
令
　
昭
和
26
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　
和
3
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
男
子
。

捌
学
歴
　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
が
あ
れ
ば
学
歴
は
問
わ
な
い
。
た
だ

　
し
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
人
は
受
験

　
で
き
ま
す
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
人

　
ま
た
大
学
を
昭
和
54
年
3
月
3
1
日
ま

　
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
は
受
験

　
で
き
ま
せ
ん
。

◎
受
付
期
間

　
昭
和
5
3
年
8
月
2
1
日
か
ら
9
月
24
日

　
ま
で
。

◎
受
験
日
時

　
10
月
1
日
　
午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　
　
受
付
開
始

◎
受
験
場
所

　
新
潟
市
　
　
（
新
潟
高
校
）

　
長
岡
市
　
　
（
東
中
学
校
）

　
h
越
市
　
　
（
直
江
津
中
学
校
）

　
詳
し
い
こ
と
は
お
近
く
の
駐
在
所
、

　
派
出
所
ま
た
は
十
日
町
警
察
署
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

人
生

◎
産
声

富
井
洋
司

滝
澤
哲
也

山
本
ひ
と
み

富
井
　
　
寿

富
井
英
利
佳

◎
高
砂

瀦
耀

往
来

英秀信利敏
夫
　
市
之
越

治
　
　
田
　
代

宏
　
　
桂

一
　
如
来
寺

雄
　
干
溝

　
學
（
三
一
）
広
島
県

公
子
（
∈
）
山
崎

緬◎
昇
天

南
雲
万
平

滝
澤
良
夫

吉
楽
寿
一

村
山
角
蔵 山丸

本山
フ

ミ富
子治

⊂⊃九

小＋1
出品1

藤
ノ
木
ユ
ノ

阿
部
　
ト
モ

樋
口
　
可
一

（
九
六
）

（
一
五
〉

（
空
）

（
八
六
）

（
七
七
）

（
九
八
）

（
益
）

堀
之
内

重
地

上
　
山

芋
沢

小
出

新
屋
敷

通
り
山
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私たちの村
人　口 7，273（＋9）

男 3，598（＋3）

女 3，675（＋6）

世帯数 1，666（±0）
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轄姻耳漂

鋤1

驚
　　　、　　　』　　　　、

　　　『
　　鰍
　　・・別顔融・

　　　　　　　　懸

麟

1鰭

継雛

鷺
、

磐

；．藤隙｛，
』『煎

唖

　
捌

　
鱗鱗

、

嚇
軍
艀

　
囎

灘
饗遜繍

　
去
る
八
月
十
日
、
田
沢
小
、
中
学
校

プ
ー
ル
を
会
場
に
し
て
第
二
回
村
内
小

学
生
親
善
体
育
大
会
（
水
泳
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
村
内
各
学
校
か

ら
五
・
六
年
生
が
参
加
、
男
・
女
そ
れ

ぞ
れ
十
四
種
目
に
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

』饗霧＿轟趨【』1騰1
鰹鞭羅罪、》漣“噛㎝
‘彰轡　　・　　鞠’　　　一澄　障韓一幽幽脚薫・≦
　　　　　　　　　　　　．、麟調、！　　　灘襲

，か噺』趣轟．圃鷺誘
　　　　　　　　　　　　　　　　　、＿鍵夢

鞭

．
騨ゆ

難
織
、

嘩・ぐ

ら
れ
る
一
方
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
陣
取

っ
た
各
校
の
応
援
席
か
ら
は
盛
ん
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
で
は
十
八
種
目
に
新
記

録
が
生
れ
、
水
泳
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
記
録
種
目
は

次
の
通
り
で
す
。

◎
二
十
五
メ
ー
ト
ル
自
由
型

五
年
女
子
　
徳
井
　
隆
子
（
貝
）
飢
秒
4

六
年
男
子
　
中
島
　
　
稔
（
貝
V
17
秒
2

　
　
女
子
　
南
雲
　
章
子
（
貝
）
19
秒
1

◎
二
十
五
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

五
年
男
子
　
井
ノ
川
泰
仁
（
貝
）
23
秒
9

六
年
男
子
　
吉
楽
　
　
浩
（
貝
）
21
秒
9

　
　
女
子
　
村
山
富
美
子
（
貝
）
23
秒
1

◎
二
十
五
メ
ー
ト
ル
背
泳

五
年
女
子
　
滝
沢
　
明
子
（
清
）
27
秒
〇

六
年
男
子
　
中
島
　
　
稔
（
貝
）
2
1
秒
5

◎
五
十
メ
ー
ト
ル
自
由
型

五
年
女
子
　
片
桐
　
弘
実
（
田
）
4
5
秒
1

六
年
男
子
　
千
原
　
正
明
（
田
）
38
秒
4

　
　
女
子
　
南
雲
　
章
子
（
貝
）
4
2
秒
0

◎
五
十
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

五
年
男
子
　
樋
口
　
久
和
（
高
）
49
秒
8

　
　
女
子
　
片
桐
　
弘
実
（
田
）
5
2
秒
9

六
年
男
子
　
吉
楽
　
　
浩
（
貝
）
49
秒
4

　
　
女
子
　
鈴
木
れ
い
子
（
倉
）
51
秒
5

◎
五
十
メ
ー
ト
ル
背
泳

五
年
女
子
　
藤
ノ
木
美
佐
子
（
清
）
56
秒
3

六
年
男
子
　
吉
楽
　
　
浩
（
貝
）
4
3
秒
7

　
　
女
子
　
南
雲
　
章
子
（
貝
）
52

秒
1
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新
し
い

　
　
　
　
農
業
委
員

　
七
月
十
九
日
任
期
満
了
に
と
も
な
う

中
里
村
農
業
委
員
一
般
選
挙
は
去
る
七

月
十
四
日
、
村
内
十
四
の
投
票
所
で
一

斉
に
行
な
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
選

挙
委
員
十
六
名
の
農
業
委
員
の
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
又
、
七
月
二
十
五
日
の
第
一
回
農
業

委
員
会
に
お
い
て
会
長
、
会
長
職
務
代

理
者
及
び
新
委
員
の
担
当
地
域
が
次
表

の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

尚
、
任
期
は
三
年
間
で
す
。

農
地
の
移
転
や
農
地
転
用
等
、
農
地
に

関
す
る
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農

業
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
担
当
地
域
の

委
員
に
必
ず
ご
相
談
下
さ
い
。

なかさと1第265号

服部繁昭 新 荒屋 選挙委員 荒屋

渡辺真記雄 〃 朴木沢 〃

高道山・朴木沢伺新田

市之越鷹羽

中島嘉太郎 〃 本屋敷 ウ 本屋敷・新屋敷

竹藤由松 前 芋川 〃 芋川・原町

樋口隈 ・郎 新 白羽毛 〃

白羽毛・程島・東田尻・

西田尻・西方

小巻沢寧 〃 通り山 ウ 通り山結梗原・芋川新田

吉楽正友 〃 L山 〃 1油・田中・山崎

広田　信 〃 小原 ウ 小原・桂

井ノ川巳代三 前 如来寺 〃 如来寺・豊里

“体憲明 新 葎沢 〃

葎沢・角間・小出・土倉・

倉下

中島忠治 〃 堀之内 ウ 堀之内耀沖

富井公平 前 如来寺 〃 如来寺・豊里

鈴木秀夫 ウ 重地 ウ 重地

、占田政1 〃 倉俣 ウ 倉俣・新里

滝沢ll騰 新 田　代 ウ 田代・ド山

服部十三男 元 田　沢
会長職務代理

田沢・東田沢

吉楽実太郎 〃 田　沢 議会推薦 芋沢

山田　虎 新 清田山 〃 清田山

高橋忠雄 元 芋川 ウ 芋川・原町

江口行男 前 下溝 農協推薦 i二溝

高橋熊蔵 ウ 倉俣 会　　　長

く
ら
し
と
国
民
年
金

国
民
年
金
が
昭
和
三
十
四
年
に
生
れ
「

国
民
皆
年
金
」
に
な
っ
て
か
ら
今
年
で

十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
国
民

年
金
に
は
日
本
の
全
人
口
の
・
4
に
あ
た

る
二
、
六
四
六
万
人
も
の
大
勢
の
人
々
が

加
入
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
お
年
寄
り

に
支
給
さ
れ
て
い
る
老
令
年
金
に
つ
い

て
み
ま
す
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
総
人

口
九
一
七
万
人
の
う
ち
国
民
年
金
か
ら

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
七
五
〇
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
老
齢
、
通
算
年

　
　
　
　
　
　
　
　
金
三
九
八
万
人
、

老
齢
福
祉
年
金
三
五
二
万
人
）
に
の
ぼ

り
ま
す
。
こ
の
割
合
は
お
年
寄
り
の
八

十
二
％
に
相
当
し
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
に

は
総
額
八
、
七
四
九
億
円
も
の
年
金
を

支
給
し
て
老
後
の
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。
当
中
里
村
に
於
い
て
も
一
、
一
四

七
人
の
人
が
二
億
九
百
万
円
も
の
年
金

を
受
給
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
入

者
が
納
め
た
保
険
料
の
年
金
積
立
金
は

地
域
の
み
な
さ
ん
の
福
祉
向
上
を
図
る

た
め
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
当

中
里
村
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
、
南
保

育
所
も
年
金
還
元
融
資
を
受
け
て
作
ら

．
．
．
観
鳶
蝶
麟
麗
認
闘
轟

こんなに多く

　　融資されてい

　
　
お
知
ら
せ

○
村
で
は
今
年
度
「
子
牛
生
産
奨
励
助

成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
今
年
度
中
に
生
産
さ

れ
た
子
牛
（
和
牛
）
一
頭
当
り
五
千
円

の
奨
励
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
牛
が
生
ま

れ
た
ら
産
業
課
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

○
中
里
村
家
畜
貸
付
規
則
の
基
準
に
適

合
す
る
借
り
受
け
希
望
者
に
、
現
在
村

内
に
い
る
村
有
牛
の
子
牛
の
貸
し
付
け

を
行
な
い
ま
す
。

　
借
り
受
け
希
望
者
は
産
業
課
畜
産
係

に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
恩
給
法
の
改
善
に
よ
り
、
旧
軍
人
と

し
て
の
勤
務
年
数
が
合
わ
せ
て
三
年
以

上
あ
る
方
で
、
恩
給
や
共
済
年
金
な
ど

を
受
け
た
事
の
な
い
人
に
一
時
金
（
一

万
五
千
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
十
月
一
日
よ
り
社

会
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

一新潟県では一
　　　　　　　32億円

31億円　“蕩
　、峨　　の
　　講

　　　　　　　　　影
　　　　　　　　　膨

　黙　　　　　　　髭
　156件　　　133件髪
　撒　　　　灘

騨雛
　48年度　　　　49年度

病院や保育所建設などのため
資金額は毎年増加しておりま

　
中
里
村
で
は
来
年
度
採
用
予
定
職
員

の
採
用
試
験
を
次
の
要
領
で
行
な
い
ま

す
。

　
一
職
種
及
び
募
集
人
員

　
　
一
般
行
政
事
務
職
員
　
　
若
干
名

　
二
受
験
資
格

　
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

　
　
す
る
者
で
、
昭
和
二
十
九
年
四
月

　
　
二
日
～
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

　
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

　
　
（
在
学
中
で
来
春
卒
業
見
込
み
の

　
　
者
を
含
む
）

　
※
そ
の
他
は
、
新
潟
県
町
村
人
事
事

　
　
務
組
合
の
「
職
員
採
用
初
級
試
験

　
　
実
施
要
綱
」
に
準
ず
る
。

中
里
村
役
場
職
員
募
集

三
試
験
方
法

qD
第
一
次
試
験

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
で
、
地
方
公

　
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
及

　
び
教
養
に
つ
い
て
。

　
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
五
日
（
日
）

　
⑭
第
二
試
験
（
面
接
）

　
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
上
旬
予
定

四
応
募
期
間

　
昭
和
五
十
三
年
九
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
～
九
月
二
十
六
日

五
応
募
申
し
込
み

　
役
場
総
務
課
宛
お
申
し
込
み
下
さ

　
い
。
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搬
懸
擦
懸
簿
懸
纒
難
擦
藩
藩
灘
鞭

農
業
者
年
金
基
金
で
は
、
農
業
者
年
金

事
業
の
ほ
か
離
農
す
る
農
業
者
の
農
地

等
を
買
い
入
れ
て
、
農
業
者
年
金
の
被

保
険
者
等
の
規
模
拡
大
の
た
め
に
売
り

渡
し
た
り
、
離
農
す
る
農
業
者
の
農
地

等
を
取
得
す
る
農
業
者
年
金
の
被
保
険

者
に
対
し
て
、
低
利
長
期
の
資
金
を
融

通
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
基
金
は
、
離
農
し
た
農
業
者

に
一
時
金
と
し
て
『
離
農
給
付
金
』
を

支
給
す
る
業
務
を
併
せ
て
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
離
農
給
付
金
が
農
業
者
年
金

制
度
の
中
に
一
体
的
に
織
り
こ
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
年
金
事
業
が
事

業
発
足
時
す
で
に
老
会
で
あ
る
農
業
者

（
大
正
五
年
一
月
一
日
以
前
に
生
れ
た

者
）
や
、
経
営
が
零
細
な
農
業
者
を
対

象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
、

そ
の
政
策
効
果
が
現
実
に
現
わ
れ
る
の

は
年
金
給
付
が
始
ま
る
制
度
発
足
の
時

か
ら
五
年
後
で
あ
り
、
速
効
性
に
欠
け

る
こ
と
な
ど
年
金
的
手
法
を
採
用
す
る

こ
と
に
限
界
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

補
完
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。
こ

の
様
な
こ
と
か
ら
離
農
給
付
金
は
年
金

事
業
の
補
完
的
措
置
で
あ
り
ま
す
の
で

昭
和
四
六
年
一
月
一
日
よ
り
昭
和
五
五

年
五
月
一
五
日
ま
で
の
十
年
間
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
離
農
給

付
金
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
人
が
支

給
申
請
で
き
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
次

の
通
り
で
す
。

①
20
才
以
上
の
経
営
主

②
引
き
続
き
5
年
以
上
農
業
を
行
な
う
。

　
か
農
業
に
従
事
し
て
い
る
者
。

次
に
離
農
給
付
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
処
分
（
経
営
移
譲
）

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
経
営
移
譲

が
終
了
す
る
日
の
一
年
前
の
日
（
準
備

日
）
に
お
い
て
①
自
　
　
　
　
㌍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

作
地
が
30
ア
ー
ル
以
　
　
　
　
　
－

上
必
要
で
あ
り
②
基

準
日
に
お
け
る
す
べ

て
の
農
地
等
を
適
格

な
第
三
者
に
所
有
権

の
移
転
、
又
は
使
用

収
益
権
の
設
定
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

又
、
適
格
な
第
三
者

と
は
農
業
者
年
金
被

保
険
者
や
農
協
、
農

業
公
社
、
及
び
農
業

者
年
金
基
金
等
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
当
村
に
お
い
て

要件別支給金額

披用者年金未

加入または加

入後1年未満

も
社
会
の
変
化
に
伴
な
う
農
業
従
事
者

の
減
少
や
、
経
営
主
の
老
令
化
に
よ
り

第
三
者
に
経
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
農

家
も
相
当
数
有
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
や
の
農
家
が
離
農
給
付

金
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

支
給
件
数
も
ふ
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
あ
く
ま
で

も
年
金
の
補
完
的
制
度
で
あ
り
、
昭
和

55
年
5
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
そ

れ
以
後
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
農
家
は
農

業
委
員
会
又
は
、
農
業
協
同
組
合
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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布
ま
す
。

1
農
業
機
械
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
事
故
を
防
ご
う
ー

“
、
秋
の
収
穫
を
迎
え
コ
ン
バ
イ
ン
、
乾
燥

・
機
等
の
農
業
機
械
の
使
用
が
多
く
な
り

　
　
　
　
そ
れ
に
伴
っ
て
農
作
業
事
故
の

毎
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
業
機

洗
械
の
作
業
に
は
充
分
な
安
全
点
検
と
安

｝
か
全
操
作
を
行
な
い
、
決
し
て
無
理
な
作

ボ
業
を
行
な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

ノ

擦
村
で
は
八
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十

漸
日
ま
で
を
「
秋
の
豊
作
業
安
定
運
動
期

噸
布
間
」
と
し
て
定
め
農
作
業
事
故
防
止
の

被用者年金加

入後1年以上

年間労働

時間700

時間以上

年間労働

時間700
時間未満

50アール

以　　上

30アール
　　　～

50アール

大正5年1
月1日以前
に生れた者

　
　
徹
底
を
は
か
り
、
農
作
業
の
安
全
を
確
噸

　
　
保
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
主
旨
を
．
伽

　
　
良
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
下
さ

　
　
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

　
　
運
動
期
間
中
の
農
作
業
事
故
発
生
状
況
噸
“

　
　
を
把
握
し
今
後
の
対
策
資
料
と
し
た
い
、

　
　
の
で
、
事
故
が
起
き
た
時
は
役
場
産
業
繍

　
　
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
る
よ
う
あ
わ
せ
て
蝉
、

　
　
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
プ

　
　
ク
ル
が
発
足
し
て
七
年
目
に
入
っ
た
と

　
　
こ
ろ
で
す
。
現
在
の
サ
ー
ク
ル
員
は
七

　
　
名
と
少
人
数
で
す
が
、
年
末
、
年
始
、

　
　
祝
日
　
お
盆
等
を
除
い
た
毎
週
一
回
、

　
　
可
ご
と
に
も
め
げ
ず
お
い
し
く
　
安
く

　
　
短
時
間
で
作
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
頑

　
　
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
旨
い
も
の
、
珍
し
い
も
の
、

　
　
フ
ル
コ
ー
ス
等
々
の
試
食
会
な
ど
で
県

　
　
外
に
ま
で
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
食
べ
る
こ
と
の
好
き
な
貴
方
、
作
る

　
　
事
の
好
き
な
貴
方
、
エ
プ
ロ
ン
一
枚
持

　
　
っ
て
お
い
で
下
さ
い

　
　
　
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
六
時
～

　
　
　
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
連
絡
　
耀
五
三
七
四
、
井
之
川
ま
で

　
’
●
、

O

ρ
ヲ
，

き”プ，さ。’6，さ”び亀さ》プ，§1’θ。き1’プら“。’プ‘さ1 ・き’ρプ・・

　
天
高
く
・
：
：
・
：
秋
。

や
っ
と
食
欲
が
で
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
独
身
女
性
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
サ
ー

30アール

以　　上

上記の者を

除く20歳以

上の者

離
　
農
　
経
　
営
　
主


